
お知らせ

ふらっとにっぽりが休館
日３月２日㈰　内設備点検
問ふらっとにっぽり
☎（３８０１）７３０１

マイナンバーカードの休日
窓口を開設
日２月９日㈰・23日㈷　時▶午前
９時～正午　▶午後１時～５時
所セントラル荒川ビル４階（荒川２
-１-５）　内カードの交付・電子証
明書の発行手続き等　※カードの受
け取りには予約が必要です
問戸籍住民課住民記録係
☎内線３７３７

荒川区コミュニティバス
「汐入さくら」の運行が終了
　コミュニティバス「汐入さくら」
の運行は、３月31日㈪に終了しま
す。
問都市計画課交通計画担当
☎内線２８１４

国勢調査登録調査員の募集
　10月に実施する国勢調査の登録
調査員を募集します。
対20歳以上の方　内調査票の配
布・回収・点検等　 　 報酬 　 ３～５万円
申電話で、区民課統計係
☎（３８０２）３１３０

荒川区食品衛生監視指導計画
（案）に対する意見募集

　 素案の閲覧 　 区役所地下１階情報提供
コーナー・北庁舎１階生活衛生課、
荒川区ホームページ　締２月28日
㈮必着
申郵送・ファクス・電子メールで、
４面上段を参照し①～④の記入事項

と⑤意見を、〒116-8502（住所不
要）荒川区役所生活衛生課食品衛生
係☎内線４２８
ふ（３８０６）２９７６
めsyokuhin-eisei@city.arakawa.
lg.jp

全国瞬時警報システム（Ｊア
ラート）の試験放送を実施
　Ｊアラートの作動確認のため、全
国一斉に試験放送を実施します。
　防災行政無線の放送に加え、荒
川区ホームページ、荒川区Ｘ（旧
T
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acebook・L
ラ イ ン

INE公 式
アカウント・メールマガジン、荒川
区防災アプリ、荒川ケーブルテレビ
でも試験配信を行います。
日２月12日㈬　時午前11時から
問生活安全課生活安全係
☎内線４９４

芸術文化イベントの企画を
募集
　区民を対象として開催する企画の
実施を支援します。
対区内で芸術文化活動を行いたいと
考えている団体・個人　人５件（選
考）　内広報活動、チケット販売、
負担金の交付等　 　 テーマ 　 あらかわの
いいとこ、探して魅せて！　※特定
団体・個人の発表会・展示会等を
除く　 　 募集要項の配布 　 町屋文化センタ
ー、下記ホームページ　締３月31
日㈪必着
申持参・郵送で、必要書類を、
〒116-0002荒川７-20-１町屋文
化センター内ACC
☎（３８０２）７１１１
ほhttps://www.acc-arakawa.jp

尾久の原公園シダレザクラ
祭りのステージ出演者募集
　３月29日㈯開催の「第19回尾久
の原公園シダレザクラ祭り」のステ

ージ出演者を募集します。
対次のすべてに該当する団体　▶出
演者全員が区内在住・在勤・在学
▶構成員が10人以上　▶活動・出
演内容が、公序良俗に反しない
▶政治・宗教・営利を目的としない
※応募は１団体１グループまで（抽
選）　内音楽・ダンス・舞踊等　
※１グループ10分間（入退場を含
む）。アンプ等を使用した楽器の演
奏は不可　締２月10日㈪必着　
※結果は２月中旬に通知
申電子メールで、４面上段を参照し
①と代表者の②～④の記入事項と⑤
団体名⑥出演内容⑦出演人数を、観
光振興課観光振興係
☎内線３５６３
めkankou@city.arakawa.lg.jp

暮らし

成年後見制度相談・説明会
と権利擁護相談
◆ 司法書士による成年後見相談
日２月４日・25日の㈫　時午後２
時～４時
◆ 司法書士による成年後見制度説明
会（親族編）

日２月19日㈬　時午後１時30分～
３時
◆ 弁護士による権利擁護相談
日２月27日㈭　時午後２時～４時
　……………………………………
所荒川区社会福祉協議会　締各開催
日の前日
申電話・ファクス・電子メールで、
４面上段を参照し①～④の記入事項
を、あんしんサポートあらかわ（荒
川区社会福祉協議会内）
☎（３８０２）３３９６
ふ（３８９１）５２９０
め koukensoudan@arakawa-
shakyo.or.jp

更年期の心と体のケア講座
日３月１日㈯　時午後１時30分～
３時　所アクト21・３階第１会議
室　対区内在住・在勤・在学の方　
人15人（申込順）　内女性のホルモ
ン変化、心身への影響等　講更年期
ケアのちぇぶら更年期ライフデザイ
ンファシリテーター・知久朋美氏
申電話・荒川区ホームページで、ア
クト21
☎（３８０９）２８９０

子育て・教育

「あらかわ子ミュニティ事業」
補助金活用団体を募集
　地域の教育力向上につながる事業
を実施する団体を支援します。
対区民を中心に構成し、自主財源で
活動している団体等　 　 対象事業 　 子ど
もを中心に保護者や近隣住民が参加
する地域交流を促進する事業、子ど
ものための体験・交流事業等　※新
規事業または既存事業の内容・規模
等を拡充して実施するものに限る
　 補助上限額 　 20万円　 　 申込書の配布 　 区役
所３階生涯学習課、各図書館・ふれ
あい館・ひろば館等、荒川区ホーム
ページ　締３月７日㈮
申持参で、申込書を、生涯学習課生
涯学習事業係
☎（３８０２）４５７５

絵本作家カワダクニコさん
おはなし会＆

アンド

ワークショップ
日２月22日㈯　時午後２時～３時
所尾久図書館１階みんなのひろば
対３歳～小学生と保護者　人15組
（申込順）
申２月１日㈯から来所・電話で、尾
久図書館
☎（３８００）５８２１

高額医療・高額介護合算療養費
▶70歳未満の方

適用区分（世帯単位） 自己負担
限度額

旧ただし書所得901万円超 212万円
旧ただし書所得600万円超901万円以下 141万円
旧ただし書所得210万円超600万円以下  67万円
旧ただし書所得210万円以下  60万円
住民税非課税世帯  34万円
▶70歳以上の方

適用区分（世帯単位） 自己負担
限度額

現役並み
所 得 者

Ⅲ（課税所得690万円以上） 212万円
Ⅱ（課税所得380万円以上） 141万円
Ⅰ（課税所得145万円以上）  67万円

一般（現役並み所得者・住民税非課税世帯を除く）  56万円

住民税非
課税世帯

Ⅱ（ 世帯全員が区民税非課税で、区
分Ⅰに該当しない）  31万円

Ⅰ（ 世帯全員が区民税非課税かつ年
金収入80万円以下で、その他の
所得がない）

 19万円

※ 同じ世帯に70歳未満の方と70～74歳の方がいる場合は、
70～74歳の方を計算し、残る負担額を70歳未満の方の自
己負担額と合算します

高額医療・高額介護合算療養費の
自己負担限度額表

　令和５年８月１日～６年７月31日で、医療保険と介護保険の自己負担額が高額になる場
合に、限度額（右表）を超えた額を支給します。
※対象の医療費は、保険対象外の治療、サービスを除きます
※ 70歳未満の方は、１つの医療機関で同月内に２万1000円以上の負担額を支払った場合、対象になります

申請開始時期 ２月下旬　※後期高齢者医療制度の資格がある方は、３月上旬

申請書の送付
令和６年７月31日時点で、荒川区の医療保険（国民健康保険または後期高
齢者医療制度）の資格があり、支給が見込まれる方には、申請書を２月下旬
（後期高齢者医療制度の資格がある方は、３月上旬）に送付します
※国民健康保険の資格がある方は、世帯主に申請書を送付します

　合算期間内に医療保険の資格に変更があった方等には、申請書が届かないことがあり
ます。高額医療・高額介護合算療養費の支給対象に該当する方で申請書が届かない場合
は、お問い合わせください。

荒川区の医療保険以外に加入の方 令和６年７月31日時点で加入している医療保険
者に申請してください

▶国民健康保険…………………………国保年金課保険給付係（区役所１階）　☎内線２３８３
▶後期高齢者医療制度…………国保年金課後期高齢者医療係（区役所１階）　☎内線２３９１
▶介護保険………………………………介護保険課介護給付係（区役所２階）　☎内線２４３２

申請・問合せ
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はがき・ファクス・電子メール等の記入事項

費用の記載がない事業は無料です。原則、全◯回は全日程の参加が必要です

①事業・イベント名
②〒住所※
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤以降にその他の
　必要事項
　（各記事に明示）

● 往復はがきは、返信面に住所・氏名を記入

● 指定がない限り、申し込みは１人（１組）１枚
● 電子メールは、件名に事業・イベント名を入力

● 宛先は、各記事の申し込み先へ
※ 区内在勤・在学の方は、②で勤務先（住所）・学校名を記入
してください


